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§１．研究成果の概要 

2021 年度は、まず、近似コンピューティング回路の検証に向けて、ハードウェア記述言語へのフ

ァジングの適用法を推進した。ファジングは、テストパターンの改良 (変異) と実行を繰り返し行うこ

とで、ソフトウェアの不具合を効率的に発見するテスト手法である。ファジングツールが生成したテ

ストパターンをハードウェアへの入力値に変換する DUT (Design Under Test) 機構を拡張し、

2020年度に開発したファジングテスト・フレームワークを洗練化した。多様な (回路規模、計算品質

の制約) 組において、演算器を対象とした評価実験を行い、提案フレームワークがランダムテストと

比較して高い検証網羅性を達成することを実験的に確認した。あわせて、開発したフレームワーク

の高速化法、及び、タイミング検証への拡張法について、検討を進めた。 
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